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44「デュルケーム『宗教生活の基本形態』における「信念」と「実践」」（パネル「宗教学誕生期の再検討 ミュラーからデュルケームまで」）日本宗教学会第 73回学術大会（同志社大、 2014.9.14)
43「井上寛司著『「神道」の虚像と実像』を読む 宗教学の視点から」第 33回歴史社会研究会（島大法文学部、 2012.11.7)
42「木ノ下金屋子神社の成立と「金屋子神略記」」田部家古文書調査研究会（島大法文学部、 2011.8.6)
41 「「金屋子信仰」再考」島根県古代文化センター 2010年度第2回「山陰の製鉄業」客員研究員検討会議（島根県古代文化センター、 2010.12.23)
40「社会学年報学派の宗教学思想」社会文化学科研究交流会（島大学法文学部、 2010.3.16)
39「浮滸する死生観 脳死・臓器移植問題を手がかりに」タナトロジー研究会 in島根「死生観をめぐる現在…医療と民俗のあいだ」（島根県民会館、 2010.3.6)
38「浜田の国学者藤井宗雄の著作について」第 13回山陰宗門改帳研究会（島大法文学部、 2010.2.5)
37「デュルケームとモースの「隠された共同作業」 「供犠論」の生成」日本宗教学会第 68回学術大会（京大、 2009.9.12)
36「石見地方の森神信仰」山陰民俗学会平成 21年度年会（松江テルサ、 2009.8.2)
35「私はなぜここにいるのか 福祉文化論の挑戦」第 3回山陰社会福祉研究会（島大法文学部、 2009.6.27)
34「『神社書上帳』にみる石見地方の森神信仰」第 9回山陰宗門改帳研究会（島大法文学部、 2008.6.28)
33「宗教民俗をめぐる異文化間コミュニケーションと世代間コミュニケーション」第 4回「世代間コミュニケーションと教育」研究会（島大教育学部、 2008.3.13)
32 "La relativisation de la notion de mort : la mort cerebrale et la transplantation d'organes au Japon" (Seminaire bioethique et societe ; Autour du don d'organe : Centre Europeen d'Enseignement et de Recherche en Ethique, Strasbourg, 2007.12.6) 
31 "La mort cerebrale et la transplantation d'organes au Japon/日本における脳死・臓器移植"(Confi如ence: Maison Universitaire France-Japon, Strasbourg, 2007.4.11) 
30 "La mort c函 braleet la transplantation d'organes au Japon" (Conference il Journees d'etudes des doctorants du Groupe d'etudes orientates : Universite Marc Bloch, Strasbourg, 2007.3.26) 
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29「ユベール・モース供犠論の生成」 13本宗教学会第 65回学術大会（東北大、 2006.9.18)
28「社会学年報学派の宗教学思想・序説」印度学宗教学会第 49回学術大会（大正大、 2006.6.10)
27「墓上施設の現在 隠岐、対馬、壱岐におけるスヤをめぐって」第2回山陰宗門改帳研究会（島大法文学部、 2005.7.15)
26「宗教と暴カ オウム真理教事件を手がかりに」第 7回福祉文化研究会（島大教育学部、 2004.7.14)
25「脳死・臓器移植問題の宗教学」日本宗教学会第 62回学術大会（天理大、 2003.9.4)
24「墓上施設の現在 隠岐島前の「スヤ」をめぐって」 H本宗教学会第 61回学術大会（大正大、 2002.9.14)
23「近代宗教学思想における神観念 R．スミス、デュルケーム、柳田国男の所論を手がかりに（課題研究）」印度学宗教学会第44回学術大会（島大、 2001.6.3)
22「デュルケーム宗教論再考 R．スミスによる「啓示」をめぐって」日本宗教学会第 59回学術大会（駒澤大、 2000.9.14)
21 「隠岐島前の墓上施設 「スヤ」の現象学に向けて」山陰民俗学会平成 12年度年会（松江テルサ、 2000.8.6)
20「隠岐島前の葬送習俗 「スヤ」をめぐって」印度学宗教学会第 42回学術大会（聖和学園短大、 1999.5.30)
19「柳田国男の祭祀論」日本宗教学会第 57回学術大会（龍谷大、 1998.9.15)
18「現代日本の死生観 脳死・臓器移植論議に見るその一断面」印度学宗教学会第 41回学術大会（天理大、 1998.6.14)
17「初期ルソーの宗教銀」日本宗教学会第 55回学術大会（國學院大、 1996.9.21)
16「デュルケーム宗教論における〈社会〉の問題（2)」日本宗教学会第 52回学術大会（北大、 1993.9.12)
15「デュルケーム宗教論における〈社会〉の問題」日本宗教学会第 51回学術大会（淑徳短大、 1992.9.13)
14「デュルケーム宗教論における〈人問〉の問題」日本宗教学会第 49回学術大会（大谷大、 1990.9.14)
13「都市近郊農村における伝統的信仰の諸相」印度学宗教学会第 33回学術大会（東北学院大、 1990.5.26)
12「デュルケームにおける「個人的宗教」について」印度学宗教学会第 32回学術大会（天理大、 1989.5.20)
11 「デュルケーム宗教論における idealについて」印度学宗教学会第 31回学術大会（大正大、 1988.5.21)
10「デュルケームにおける道徳と宗教について（3)」日本宗教学会第 46回学術大会（立教大、 1987.9.17)
9「デュルケームにおける道徳と宗教について(2)」日本宗教学会第 45回学術大会（京大、 1986.9.15)
8「宗教と儀礼 デュルケームの所論を中心に（課題研究）」東北印度学宗教学会第 29回学術大会（宮城学院女子大、 1986.5.25)
7「デュルケームにおける道徳と宗教について」日本宗教学会第44回学術大会（立正大、 1985.9.14)
6「デュルケームにおける道徳と宗教」東北印度学宗教学会第 28回学術大会（東北大、 1985.5.26)
5「デュルケーム宗教社会学の基底をめぐって」日本宗教学会第43回学術大会（皇學館大、 1984.9.16)
4「『宗教生活の基本的諸形態』における「基本的宗教」について」東北印度学宗教学会第 27回学術大会（盟和学園短大、 1984.5.27)
3「デュルケームにおける〈聖〉概念の意味」東北印度学宗教学会第 26回学術大会（東北大、 1983.5.29)
2「宗教の社会的機能 ラドクリフ＝ブラウンの宗教研究について」東北印度学宗教学会第 25回学術大会（山形女子短大、 1982.5.28)
l「｛義礼の社会的機能 ラドクリフ＝ブラウンにおける儀礼解釈について」東北印度学宗教学会第 24回学術大会（宮城学院女子大、 1981.5.23)

〇口頭発表（一般向け）
16「死者たちのゆくえ」令和 5年度松江市社会福祉大会記念講演（くにびきメッセ、 2023.11.22)
15「日本人は無宗教？そもそも宗教ってなあに？」大社地域自治協会連合会おもてなし部会インバウンド対応研修（大社コミュニティーセンター、 2020.1.17)
14「当事者vs．支援者 服従か反抗か、それとも……」（目次孝之・足立孝子・山崎亮）特定非営利活動法人YCスタジオ「専門家と当事者による連続講演会No.2」（松江市 STICビル、 2019.9.7)
13「「聖道 念佛義抄文」読み解き座談会」（アドバイザー 山崎亮）新解放理論研究会夏期学習会（マハラバ文庫［山梨県中央市］、 2019.8.24-25)
12「話題提供：ふむふむカフェ deたまたま宗教学」第4回ふむふむカフェ（島大学生市民交流ハウス FLAT、2018.12.19)
11 「高次脳機能障害当事者の語り それぞれの体険から」（祝部英明・松葉美和子 with高橋幸夫・山崎亮） GOMA奉納演奏 高次脳機能障害当事者とともに（出雲大社神楽殿、 2018.11.11)
10「金屋子神の来歴 「金屋子神略記」と「金山姫宮縁記」をめぐって」和鋼博物館公開講座（和鋼博物館、 2017.10.15)
9「金屋子神の来歴」島根県古代出雲歴史博物館ミニ展示「たたら製鉄と金屋子信仰」関連講座（島根県古代出雲歴史博物館、 2017.5.27)
8「金屋子神とたたら製鉄」日本遺産認定記念講浪会 in安来（和鋼博物館、 2016.8.21)
7「生命倫理入門 2 脳死の語られ方」鹿島病院倫理委員会研修会（鹿島病院、 2015.12.10)
6「生命倫理入門 死に方の決め方をめぐって」鹿島病院倫理委員会研修会（鹿島病院、 2014.12.4)
5「隠岐の墓上施設 「スヤ」をめぐって」隠岐の島町教育文化振興財団文化講演会（隠岐島文化会館、 2014.11.29)
4「金屋子神の諸相」島根県古代出雲歴史博物館企画展「たたら製鉄と近代の幕開け」関連講演（島根県立古代出雲歴史博物館、 2011.12.3)
3「「金屋子信仰」再考」鉄の歴史村地域振興事業団「鉄の歴史村フォーラム 2011」講演（雲南市吉田健康幅祉センター、 2011.11.12)
2「H本人と宗教 神々の国出雲の事例から」平成 23年度中国・四国地方宗教法人事務担当者研修会講演（地方職員共済会館ホテル宍道湖、 2011.8.4)
1" Les divinites du Japon: Jes mythes et Jes ceremonies de la region d'lzumo" (Conference: Le centre Europeen d'Etudes Japonaises d'Alsace, Colmar, 2007.5.24) 




